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RapidMinerでRの実⾏
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Rとは︖

Rとは︖

Rは、主に統計解析やグラフィックに使⽤される、
オープンソースな⾔語・環境です。
多様な統計⼿法を使⽤することができ、様々な拡張ライブラリがあります。
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RapidMiner StudioでRの実⾏

必要なもの

RapidMiner StudioでRを実⾏するには、以下が必要です。

• Rの実⾏環境
• 「R Scripting」エクステンション
• パスの設定
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RapidMiner StudioでRの実⾏

Rの実⾏環境

以下などを参考に、Rの実⾏環境を⽤意します。
https://cran.ism.ac.jp/

https://cran.ism.ac.jp/
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RapidMiner StudioでRの実⾏

R Scriptingのインストール

メニューバーの「拡張機能」>「マーケットプレイス(更新と拡張機能)」
をクリックします。

エクステンションの詳細なインストール⽅法はこちら

https://support.rapidminer.jp/rapidminer-studio/9.7/installation/adding-extensions/
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RapidMiner StudioでRの実⾏

R Scriptingのインストール

「検索」タブで「R Scripting」を検索し、インストールします。
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RapidMiner StudioでRの実⾏

R Scriptingのインストール

RapidMiner Studioの再起動後、「拡張機能」>「拡張機能について」
に表⽰されていれば、インストールできています。
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RapidMiner StudioでRの実⾏

パスの設定

メニューバーの「設定」>「プリファレンス」をクリックします。
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RapidMiner StudioでRの実⾏

パスの設定

左のタブから「R Scripting」を探し、Rscriptまでのパスを設定します。

例) Windowsの場合
C:/Program Files/R/R-4.1.2/bin/Rscript.exe



13

RapidMiner StudioでRの実⾏

パスの設定

Testをクリックして、OKが出ればRapidMinerで実⾏できます。
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RapidMiner StudioでRの実⾏

パスの設定

エラーが出た場合は、エラー内容に従い、再度Testを⾏ってください。
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RapidMiner StudioでRの実⾏

パスの設定

以下のエラーが出た場合は、data.tableパッケージをインストールします。

install.packages("data.table")
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RapidMiner StudioでRの実⾏

プロセスの実⾏

インストールや設定が終われば、「Execute R」オペレータで
R⾔語を実⾏することができます。
チュートリアルも豊富なので、ぜひお試しください。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

環境の作成

RapidMiner AI HubでRを実⾏するには、anacondaで環境を作成し、
環境をRapidMiner AI Hubにアップロードする必要があります。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

環境の作成

参考 :  https://docs.anaconda.com/anaconda/user-guide/tasks/using-r-language/

AnacondaでRの環境を作成します。
(Anacondaのパッケージマネージャの制限により、macOSやWindowsベース
から作成した環境は動作しません。Linux(またはWindowsのWSL)を使⽤して
環境を作成してください。)

https://docs.anaconda.com/anaconda/user-guide/tasks/using-r-language/
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

環境の作成

コードの実⾏に成功すると、Rの環境ができます。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

環境のアップロード

Anacondaで作成したRの環境をエクスポートします。
conda env export > yourenv.yml

エクスポートしたファイルを、Platform Administrationでアップロードします。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

環境のアップロード

「ファイルを選択」をクリックし、
エクスポートしたRの環境をアップロードします。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

環境のアップロード

アップロードした環境が”Available”となれば、
環境のアップロードができています。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

パスの設定

Rの環境をアップロードできれば、Rscriptまでのパスをオペレータに記⼊します。

(例)環境名が”r_env”の場合
/opt/coding-shared/envs/r_env/lib/R/bin/Rscript
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

プロセスの実⾏

使⽤するExecute Rオペレータすべてにパスを設定できれば、
“Run Process on AI Hub”などでAI Hub上でプロセスを実⾏します。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

プロセスの実⾏

Executionsで、実⾏が成功していれば問題ありません。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

パスの設定(補⾜)

Execute Rオペレータでうまく環境を⾒つけられない場合は、
パスを確認してください。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

パスの設定(補⾜)

JupyterLabsを起動させ、ʼconda info –eʼでRの環境を確認します。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

パスの設定(補⾜)

次に、ホストマシン上でも、Rscriptの場所を確認します。
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RapidMiner AI HubでRの実⾏

パスの設定(補⾜)

JupyterLabsで確認した場所と、ホストマシンで確認したパスを繋げます。

/opt/coding-shared/envs/r_env + r_env/lib/R/bin/Rscript
↓
/opt/coding-shared/envs/r_env/lib/R/bin/Rscript

このパスをExecute Rオペレータに記述して、実⾏できるか確認します。
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おわりに

おわりに

機械学習と⾔えばPythonのイメージが強いかもしれませんが、
特に統計に関することでは、Rを使⽤したいことも多いと思います。

RapidMinerでは、Pythonだけでなく、Rを実⾏することも可能です。
これらを組み合わせて、⾏いたい分析の⼀助となりましたら幸いです。


